
～地域包括ケア推進セミナー～

山口県萩市におけるＳＣ
協議体を中心とした住民主体の地域づくり

令和３年９月１６日（木）

萩市社会福祉協議会

山 本 真 琴

赤い羽根 萩にゃん。

萩市のキャラクター
忠義の猫

萩にゃん。



松下村塾

城下町の街並み 日本ジオパーク認定世界遺産登録 農林水産業地域



萩市の人口・高齢化率・第2層協議体数 2021.7.31現在
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萩市の将来人口の推移

国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口」より

地域 世帯数 人口 高齢化率
協議体数
(小学校区)

萩 18,073 35,202 40.9 ９(10)

田万川 1,204 2,372 53.3 ２(2)

須佐 1,230 2,291 53.9 ２(3)

むつみ 679 1,295 58.0 １(1)

福栄 763 1,546 58.1 ２(1)

川上 422 764 54.7 １(1)

旭 702 1,437 55.9 ２(2)

合計 23,073 44,907 44.1 19 (20)

2011年 24,316 54,468 34.3 (23)

Ｒ3.8現在…協議体未設置２校区



≪ 萩市社協地域福祉活動の推進 ≫

平成１７年度 町内会福祉部モデル事業（市町村合併）

平成２２年度 小地域（小学校区）福祉活動推進事業

平成２５年度 減災のすすめ （集落座談会）

＊萩市東部地域集中豪雨災害

平成２７年度 生活支援体制整備事業

ささえあい協議体（第２層）の受託

平成２８年度 地区社協設置推進・育成事業

住民主体サービス（通所Ｂ 訪問Ｂ）開始

令和 ３年度 ささえあい協議体（第１層）の受託



第2層協議体設置状況と住民主体サービス設置数

訪問Ｂ 通所Ｂ

平成27年度 江崎・小川・むつみ・川上・明木・佐々並 6

平成28年度 須佐・弥富・福川・紫福・見島・相島・大島・三見 8 3 5

平成29年度 大井　＊旧萩市 中心部の協議体設置検討 1 0 4

平成30年度 木間　＊協議体未設置地区の町内会福祉部設置検討 1 5 4

令和元年度 山田 1 4 0

令和２年度 越ケ浜・椿 2 1 2

令和３年度 　　　＊２小学校区で設置検討 1

合計 19 13 16

年度 協議体設置地域名・設置数
設置数

令和３年９月現在

令和元年３月より、
コロナの影響により
なかなか進まない…



平成２７年度、『生活支援体制整備事業』を萩市より受託
地域ささえあい協議体（第２層）の設置
＊おおむね小学校区に１か所の立ち上げを目指す

第2層協議体の設置と運営

住民主体サービス立ち上げまで、毎月１回の協議体を開催
（ただし、離島は２～３ヶ月に１回）

＊開催の曜日や時間は、地域住民の集まりやすい日時に設定
＊委員報酬 ２，０００円 ╱ １回

住民主体サービスが開始された地域は、２～３ヶ月に１回開催

令和３年度 生活支援コーディネーターの人数 正職員＋（時短ＳＣ）

本所…３人＋（３人） ６事務所…３人＋（４人） 合計１３人
＊正職員 … 地域福祉課 様々な業務を兼務
＊時短ＳＣ … ７時間 / １日 × ３日 ╱ 週の勤務



・民生委員児童委員 ・福祉員 ・町内会長
・個人、団体ボランティア ・地区社協
・女性団体 （婦人会、ＪＡ、ＪＦ、食推、保推）
・老人クラブ ・地域の神社やお寺 ・ＰＴＡ
・小地域福祉活動団体 ・駐在所 ・郵便局
・福祉施設 ・地域の商店 ・地域の世話焼きさん 等
・関係機関

萩市高齢者支援課、包括支援センター、在宅介護支援センター
総合事務所、支所職員、公民館 等

＊必要に応じてその他関係各所
１協議体 ５～２０名程度

地域ささえあい協議体（第２層）の委員構成

地域のことをよく知って
いる！
地域を何とかしたいとい
う思いがある！
団体長にはこだわらない。



地域ささえあい協議体（第２層）の初回開催まで

① 萩市福祉部高齢者支援課と立ち上げについて協議
② 地域の核となる人に相談（町内会長、民生委員等）

・事業説明
・協議体委員の選定

③ 協議体委員予定者を集めて事業説明
・萩市福祉部高齢者支援課（国の制度など事業説明）
・萩市社協 ＳＣ（協議体の開催方法と市内の開催状況説明）

④ 参画の意思を確認
・就任承諾書、口座振替書等の提出

⑤ 第１回●●地域ささえあい協議体
・誓約書（守秘義務）



地域ささえあい協議体（第２層）設置からの進め方

① 生活福祉課題と地域資源の発見・整理
・グループ討議

大判用紙にタイトル別に整理
住宅地図に書き落とす

・主に出てくる課題と資源
交通、買い物、医療、環境、災害、つどいの場
見守り（高齢者・子ども）

② 課題の掘り下げ
・アンケート調査の実施

＊課題を抱える人は書けない… → 聞き取り調査
＊手間をかけないように、地域の何かの便を借りる
＊大学などの協力



グループ討議 （買い物、病院、交通、担い手不足、空き家、災害など）



グループ討議 （災害をキーに、世帯状況と要支援者を見わたす）



地域ささえあい協議体（第２層）進め方

③ 生活福祉課題等の報告
・地域ささえあい協議体チラシの配布（回覧板、全戸配布）
・住民福祉講座の開催
・ふれあい・いきいきサロンでの報告

④ 課題解決に向けた協議
・課題の仕分けとつなぎ

公的サービス、民間サービス、住民の助け合い
⑤ 住民主体サービスの開発

・通所型サービスＢ
・訪問型サービスＢ
・福祉で地域づくり

⑥振り返り
・新たな課題への取組と個別の課題への取組



住民福祉講座 （課題から取り組む）＊不安に思うこと… 相続・お墓・コロナ

越ヶ浜地区
暮らしアンケートの実施

・買い物や通院は？
・地域の行事への参加は？
・ゴミ出しは？
・日常生活の困りごとは？



☆「介護予防」が必要！

☆公的なサービスの他に

「ささえあいの仕組み」が必要！

☆買い物や通院など

「移動手段の仕組み」が必要！

どの地域も共通して見えてきたこと



元気高齢者

予備軍

要支援１～２

要介護１～５

ここの部分の
サービス開発

住 民 主 体

働き盛り・子どもたち

支援が必要

主な支援者

介護

サービス対象者のイメージとしては…



介護予防のために！

集 い の 場

通所型サービスＢ



保健師
・健康講座
・認知症予防
栄養士
・調理実習 ・食育
萩地域リハ研究会
消費生活センター
消防署
・救急 ・防災
警察署
・交通安全 ・詐欺

ボランティア（趣味）グループ
・そば打ち ・お菓子づくり
・歌や踊り ・レクリエーション
・体操 ・小物づくり（手芸）

学校との連携
・学校行事への参加
・通所型に参加
児童クラブとの連携
・長期休みなどを利用

高齢者施設
・レクリエーション
・送迎 （車の提供）

地域資源の活用担い手不足…

女性団体や個人ＶＯ、退職された板前さん
・昼食作り





ＪＡ移動販売車（買物支援）
・昼食時に、つどいの場前駐車場でお買物
・厨房内冷蔵庫に食品を一時保管

衣類の販売（買物支援）
・休憩時に、つどいの場でお買物
・隣の地区の呉服店に協力依頼

地域資源の活用
ＪＡあぶらんど萩（山口県）

移動販売車
近隣の商店（衣類）

移動販売

協議体委員や実施主体
委員の発想から依頼へ



場 所 小川交流センター 小会議室
時 間 １０：００ 受付（送迎サービスあり）

月１回（木曜日） カットのみ
代 金 （女性）１，５００円（男性）１，０００円

地域資源の活用
出張美容室

協議体委員や実施主体
委員の発想から依頼へ



「おでかけサロン」

初詣 お花見
美術館 博物館
くだもの狩り
生活支援（お買いもの）



≪萩市公用車≫
生活支援サービス車
マイクロバス

その他に、
市社協のワゴン車
高齢者施設等の送迎車

「通所型サービス」 送迎 運転ボランティアさんの送迎により参加
・高齢者疑似体験
・ちょっとした、介護補助の仕方を学習



お披露目式

登録運転ボランティア 運転講習会

使用できる活動は？
通所型サービスＢ・訪問型サービスＢ
その他、この事業に関する研修会の参加など

運転・乗車できる方は？
運転手は、登録されたボランティアのみ
必ず、運転確認と介助者をつける（２名体制）
乗車は、サービス利用者のみ

もしもの事故・・・
萩市が保険を掛けている
＊ただし、登録者のみ

マイクロバスの利用
年に４回（４台分）まで貸出し可能（県内）
通所型サービスＢ（おでかけサロン）
運転手さん付き

公用車の利用について



「地域食堂」 や「子ども食堂」



地域で暮らす！

地域で支え合う

訪問型サービスＢ

視力障害の方の、お散
歩お手伝い。
ついでに犬のお散歩！

庭の草取りや草
刈りのお手伝い

通院や買い物の支援
散髪屋、金融機関、
渡船場までの支援



＊ひとり暮らし高齢者などの日常的な生活支援
例えば…買い物代行、買い物支援、ゴミだし、掃除、電球の取り換え

布団干し、草刈り、草取り、簡単な大工仕事など ＊軽作業

≪活動の流れ≫

地区
社協

支援者

高齢
者宅

地区
社協

活動報告

年会費
●５００円
＊利用者のみ
＊利用者も援助ＶＯ

●なし

利用料
●全額⇒実施団体へ
●１割⇒実施団体（割合で）

９割⇒援助ＶＯ
●全額⇒援助ＶＯ
＊各団体で決めている

（無料で行う地域はない）

金額も、各実
施団体で設定
している

支払方法
●現金
●チケット制

訪問型サービスＢ ～ ちょっとした困りごとのお手伝い ～



訪問留意事項：
①体調 ②通院・サービス（デイ・ショート）
③買い物 ④生活の状況 ⑤その他気付き

⇒ サービスにつなぐ

「ふれあい訪問」



萩市の支援

・補助要件 ①協議体の設置圏域（基本小学校区）をすべてカバーする活動

であること

②協議体において、適当であると認められた団体であること

（原則協議体ごとに、各サービス１団体）

③週１回以上の活動予定があること（通所サービスは経過措

置として月１回、隔週も当面認める）

④団体の構成員はおおむね１０名以上であること

訪問サービス 通所サービス 立ち上げ経費

補助金年額（上限） 年80,000円 年110,000円
立ち上げ時のみ

300,000円

経過措置

月１回開催
・・・年27,500円

隔週開催
・・・・年55,000円

住民主体生活支援サービス実施団体補助金





ＨＡＧＩＣＡ
７０歳以上の市民対象
目的は外出支援！
萩市内を走る路線バスを利用

＊市内発着
一乗車につき１００円

≪協議体での会話≫
★ 私、運転免許を返したの。
● 不自由になったやろう…。
★ まあねえ。でも、ハギカを
使えば安くて済むし、安心して
行かれるよ！
● え～…。どういうこと…？
★ 知らないの？こんなに良い
サービス。私、みんなに教えて
あげたい！

社協だよりにて紹介

課題解決に向けて 『交通』（ある資源を上手に使おう！）



ふれあい・いきいきサロンや老人クラブの集まり
など、高齢者が集まるところで紹介しました。

運転免許を持っていても、友達を乗せるのはちょ
っと…。でも、お友達と一緒にミニ旅行気分。楽
しいし、元気が出る。介護予防につながる！

自分の時刻表を
つくろう！

でも、バス停
まで距離があ
る人は？

新たな課題



◎ 第２層地域ささえあい協議体への出席
① 萩市福祉部 高齢者支援課

・地区の担当者が毎回参加し、協議されたことを部の中で共有
・課題の中には行政で解決できることも…
・関係機関への協力依頼

② 萩市地域包括支援センター
・情報の提供と収集（個別の課題など）
・高齢者の特性や認知症に関する学習

③ 在宅介護支援センター
・情報の提供と収集（個別の課題など）

④ 保健部 健康増進課
・必要に応じた情報提供や学習会など

行政との連携 （委託元との連携・協働と協議体への参画）

受託している本会（萩市社
協）としては、心強い存在！
身近に相談ができる。
この事業により、つながりが
強くなった。



≪必要に応じた連携≫
① 防災の取組 ➡ 総務部 危機管理課

・危険場所や要支援者の確認や、防災に関する研修会の開催
② 終活、安心安全に関すること ➡ 市民生活部 市民活動推進課

・住民福祉講座への協力や自治会連合会との連携
③ 地域づくりへの取組 ➡ 地域政策部地域づくり推進課

・中山間地域振興特別対策事業、夢プランへの取組
④ 商工政策部 ➡ 公共交通政策室

・路線バスの協議や地域コミュニティバス、自家用有償運送等
⑤ 総合政策部 ➡ ＤＸ推進室

・デジタル支援事業への取組
⑥ 保健部 ➡ 中核病院形成推進室

・萩医療圏における中核病院形成の説明会

行政との連携 （協議体での話題）



新型コロナウイルス感染症のため、思うように進みません…
≪地域ささえあい協議体≫

県や市の方針に従い、延期や中止することもしばしば…
≪通所型・訪問型サービスＢ≫

これまで担い手さんは、地域住民に寄り添う活動を続けてきました。
しかし… ・活動を続けていいの…？食事の提供は…？

・もしも、自分たちのつどいの場でコロナがでたら…？
・誰が？責任取るの？
・少し休んでいると、正直、自分の時間ができたし、楽だなあ…

コロナ以前の活動に戻るには、パワーがいる！！

しかし、令和２年度からは…

・新型コロナウイルス感染症学習会
・コロナ禍における活動相談（地区社協、住民主体サービス団体）
・担い手研修会「事例報告会」



～地域で暮らす人たちが少しでも豊かな生活になるように～
商 店…どんな商品？配達は？
移動販売…どんな商品？どこに？何曜日の何時？
弁 当…種類は？金額は？配達は？
余暇活動…どんな教室？いつ？どこで？
活用方法…社協や関係機関の手持ち資料として活用。

地域資源調査 ≪生活支援コーディネーター独自制作≫

コーディネーター







これまでは…
萩市福祉部高齢者支援課長⇒第１層の生活支援コーディネーター
第１層地域ささえあい協議体⇒萩市健康福祉推進協議会専門部会

年１回 委員構成（医師会、歯科医師会、理学療法士会など）６名

今年度より…？？？
萩市社会福祉協議会地域福祉課長⇒第１層の生活支援コーディネーター

・委員構成の見直し
・協議体での協議事項？ そもそも第１層ＳＣって何をしたらいいの？？？

第１層地域ささえあい協議体 （令和３年度より受託）

全地域での共通課題に取り組もう！
① 移動手段の確保 ② 担い手の確保

研修会の実施
対象：協議体委員

住民主体サービス団体
内容：移動手段の仕組みづくり

「訪問型サービスＢとコミュニティ交通」
デジタル活用支援推進事業（総務省）

内容：担い手を対象としたＩＣＴ活用
「スマホを活用したつながりづくり」



『地域ささえあい協議体、住民主体サービス、住民主体の地域づくり』
課題も違えば、地域資源も違う。
話し合いの進め方も違えば、結果がでるスピードも違う。

『住民の主体的な活動とは…？』
“住民まかせ”の活動ではありません。

地域住民と市社協、行政、関係機関、民間組織
これらが協働することでスムーズな住民主体活動ができます！

『住民主体活動には終わりがない』
常に、課題も資源も変わります。
社協として、生活支援コーディネーターとして、根気強く地域福祉
活動に関わり続けます。

まとめ ～地域には、様々な特性・地域性がある～



こんな地域だったら

歳をとっても安心して暮らせるね。

そんな●●地域を、みんなで

話し合い、できることを

考えてみましょう！！

生活支援コーディネーターは
協議体の進行役・調整役・黒子

萩市社会福祉協議会


